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常陸大宮常陸大宮

間近で見るヘリコプターに興味津々

～ 大宮小学校 ～

主な内容

P２～３ ９月１日は防災の日

P4～ 7 平成21年度常陸大宮市の行政改革の
取り組みを報告します

P８～９ 光ファイバーによる情報通信網を整備

P14 医療福祉費支給制度（マル福）の対象者
が変わります

８
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～台風対策は万全ですか？～～台風対策は万全ですか？～

　９月１日は「防災の日」です。災害から自分自身や自分の家族を守るためには、日頃からの
備えが重要です。「防災の日」をきっかけに、家庭で災害への備えについて話し合いましょう。

　台風が日本列島に上陸する数は８、９月が最
も多く、特に９月以後は、北太平洋高気圧が弱
まってくるので、台風は日本に近付きやすくな
ります。
　また、上空の風も強まっているため、動きが
早くなります。そして、秋の台風はしばしば秋
雨前線と一緒になって大雨、集中豪雨を降ら
せ、９月後半の台風は過去に何度も大きな災害
を引き起こしています。

　幸い常陸大宮市では、大きな災害は起きてはいません
が、災害は突然襲ってきます。災害が起こる前に、日頃
から防災の知識と対策について知っておきましょう。
　また、常陸大宮市のホームページには土砂災害ハザー
ドマップ（災害予測図）が掲載されていますので、自分
が住んでいる土地の状態や避難所等を確認することが出
来ます。
　現在は、山方地域と美和地域そして御前山地域のみの
掲載となっていますが、平成24年度には市内全域のハ
ザードマップを掲載する予定です。

まずはhttp://www.city.hitachiomiya.lg.jp/にアクセス。
そして、お知らせ欄の災害情報「土砂災害ハザードマップ」
をクリックしてください。

▲中国地方でおきた土石流

▲九州地方でおきた急傾斜地の崩壊

「土砂災害ハザードマップ」をクリック

は9 1月 日
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１時間の雨量 予報用語 雨　　の　　降　　り　　方　　等
10mm以上20mm未満 やや強い雨 ザーザーと降る。雨の降る音が聞こえる。
20mm以上30mm未満 強い雨 どしゃ降り。側溝や下水がたちまちあふれる。

30mm以上50mm未満 激しい雨 バケツをひっくり返したように降る。
危険地帯では避難の準備を始める。

50mm以上80mm未満 非常に激しい雨 滝のように降る。土石流が起こりやすい。
80mm以上 猛烈な雨 息苦しくなるような圧迫感がある。厳重な警戒が必要。

　ラジオ・テレビ等の気象情報をよく聞き、外出している場合は早く帰宅し、家族全員と連絡を
取り合ってください。停電に備え懐中電灯やラジオ、予備電池を準備し、常備薬やティッシュ等
非常持ち出し品を用意し、危険な土地ではいつでも避難できる準備をしておきましょう。その際、
飲料水と食料は３日分ほど確保するようにしてください。 
　また、物が風で倒れたり飛ばされたりしないように固定することも必要です。 

＊具体的な台風対策

　・雨戸や窓の補強、ガラスのガード。 
　・ベランダや家の周り、物干し、犬小屋、鳥小屋等、いろいろな小物の固定・確認・収納。 
　・農薬など「危険物」の流出・漏出防止。 
　・崖、傾斜地、造成地等では、外の気配に注意。

＊キャンプ等レジャー時の注意事項

　・河原でのレジャーは絶対しない。
　・車両を、崖ぎわ、崖下、傾斜地、凹地等には駐車しない。
　・消防官、警察官等の注意や指示に従う。

＊浸水常襲地域の警戒

　・側溝やマンホールの増水に注意する。
　・川や側溝に近付かない。
　・増水の危険がある場合は土嚢の準備設置や避難の

手配。
　・床上浸水対応等を急ぐ。

■１時間の雨量と降り方

■台風の強さと大きさの基準

強い台風
最大風速33m ～ 44m未満
非常に強い台風

最大風速44m ～ 54m未満
猛烈な台風

最大風速54m以上

大きさの基準
大型の台風・大きい台風

風速15m以上の
半径が500～800km未満の台風

超大型の台風
風速15m以上の
半径が800km以上の台風

台風・大雨時の具体的な対策等

強さの基準
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▲ミス用紙は捨てずに裏面も
使用します

▲ごみの分別

平
成
21
年
度
常
陸
大
宮
市
�
行
政
改
革
�
取
�
組
�
�
報
告
�
�
�

平
成
21
年
度
常
陸
大
宮
市
�
行
政
改
革
�
取
�
組
�
�
報
告
�
�
�

　

常
陸
大
宮
市
行
政
改
革
大
綱
（
平
成
18
年
3
月
策
定
）
は
、
安
定
し
た
財
政
基
盤
の
確
立
を
図
り
、
市
民
に
開
か
れ
た
効
率
的
な
行
政
運
営
体
制

の
実
現
に
向
け
、
3
つ
の
推
進
項
目
を
基
本
方
針
に
定
め
、
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
大
綱
に
示
さ
れ
た
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
具
体
的
な
取
り
組
み
の
内
容
を
示
し
た
実
施
計
画
に
よ
り
進
行
管
理
を
行
い
、
行

政
全
般
に
わ
た
る
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

推
進
項
目
１

効
率
的
な
行
政
運
営
の
推
進

　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、
新
た
な
行
政
課

題
や
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙
げ
る
た
め
、
事
務

事
業
の
見
直
し
や
予
算
編
成
時
に
お
け
る
経

常
的
経
費
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◆
事
務
事
業
の
見
直
し
◆

①
事
務
事
業
の
コ
ス
ト
縮
減

○
平
成
20
年
度
に
実
施
し
た
事
務
事
業

を
対
象
に
１
３
９
の
事
務
事
業
評
価

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
７
月
に
常
陸
大
宮

市
行
政
評
価
外
部
評
価
委
員
会
を
設

置
し
、
20
事
務
事
業
に
つ
い
て
外
部

評
価
を
実
施
し
、
外
部
評
価
の
結
果

を
提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と
め
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

○
平
成
21
年
４
月
か
ら
廃
校
と
な
っ
た

長
倉
小
、
伊
勢
畑
小
の
施
設
の
有
効

利
用
と
活
動
拠
点
の
推
進
を
図
る
た

め
、
地
元
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
等
に
無

償
貸
付
を
行
い
ま
し
た
。

○
平
成
22
年
度
予
算
編
成
に
当
た
り
、

経
常
的
経
費
の
削
減
に
努
め
、
事
務

事
業
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
り
ま
し

た
。

○
市
の
環
境
方
針
、
環
境
目
標
及
び
環

境
活
動
計
画
を
新
た
に
設
定
し
、
エ

コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取
得
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
施
設
の
維
持
管
理
費
及
び
事
務
事

業
コ
ス
ト
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
日

常
業
務
に
お
け
る
両
面
コ
ピ
ー
の
徹

底
、
昼
休
み
の
一
斉
消
灯
、
冷
暖
房

の
適
正
な
温
度
設
定
等
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

○
水
道
工
事
に
係
る
設
計
委
託
業
務
の

一
括
発
注
に
努
め
、
公
共
工
事
の
コ

ス
ト
縮
減
を
図
り
ま
し
た
。

▲事務室に温度計を設置し、室温が夏は
28度、冬は20度になるように冷暖房の
設定温度を調整（左：温度　　右：湿度）
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○
公
用
車
見
直
し
計
画
に
基
づ
き
、
公

用
車
の
管
理
経
費
の
縮
減
と
配
置
台

数
の
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
、
11

台
の
削
減
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
車
両
更
新
に
つ
い
て
は
、
環

境
負
荷
へ
の
影
響
が
少
な
い
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
に
更
新
し
ま
し
た
。

②
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

○
管
理
運
営
コ
ス
ト
の
縮
減
と
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、

常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
を
推
進
し
ま
し

た
。

③
単
独
補
助
金
等
の
見
直
し

○
平
成
22
年
度
市
単
独
補
助
金
に
つ
い

て
、
予
算
編
成
時
に
補
助
金
等
審
議

会
で
補
助
金
等
見
直
し
要
領
に
基
づ

き
審
議
し
、
経
常
的
補
助
金
の
縮
減

を
図
り
ま
し
た
。

◆
外
郭
団
体
等
の
見
直
し
◆

○
常
陸
大
宮
市
男
女
共
同
参
画
計
画

（
平
成
18
年
１
月
策
定
）
に
基
づ

き
、
男
女
共
同
参
画
型
社
会
の
推
進

を
図
る
た
め
、
審
議
会
等
の
女
性
委

員
の
増
員
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

・
審
議
会
等
（
附
属
機
関
）
の

　
　

女
性
委
員
比
率　

24
・
６
％

（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

◆
地
方
公
営
企
業
の経営

健
全
化
◆

○
自
主
財
源
の
確
保
と
受
益
者
負
担
の

適
正
化
を
図
る
た
め
、
徴
収
嘱
託
員

に
よ
る
水
道
料
金
の
滞
納
整
理
を
実

施
し
ま
し
た
。

◆
第
三
セ
ク
タ
ー
及
び
公
社
等
の

経
営
健
全
化
◆

○
土
地
開
発
公
社
の
運
営
・
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
い
、
土
地
開
発
公

社
の
解
散
に
向
け
て
、
県
を
始
め
関

係
機
関
と
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

◆
組
織
・
機
構
の
見
直
し
◆

○
本
庁
、
総
合
支
所
で
実
施
し
て
い

る
木
曜
日
窓
口
延
長
の
実
施
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
平
成
22
年
度
か
ら

総
合
支
所
の
窓
口
延
長
業
務
を
廃
止

し
、
効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
り
ま

し
た
。

○
義
務
教
育
適
正
配
置
実
施
計
画
に
基

づ
き
、
小
学
校
の
平
成
22
年
４
月
統

合
に
向
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
統
合
委

員
会
と
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

◆
人
件
費
の
抑
制
◆

①
職
員
数
の
削
減
及
び
定
員
適
正
化
の
推
進

○
常
陸
大
宮
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
基

づ
き
、
計
画
的
に
職
員
の
削
減
を
行

い
、
人
件
費
の
抑
制
と
定
員
適
正
化

を
図
り
ま
し
た
。

　

定
員
適
正
化
計
画
で
は
、
平
成
17
年

４
月
１
日
の
職
員
数
６
４
８
人
を
５

年
間
で
65
人
削
減
し
、
５
８
３
人
と

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
22
年
４
月
１
日
に
職
員
数

は
５
５
９
人
と
な
り
、
89
人
の
削
減

と
目
標
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

◆
人
材
育
成
の
推
進
◆

○
茨
城
県
と
の
人
事
交
流
を
推
進
し
、

職
員
の
人
材
育
成
を
図
る
た
め
、
実

務
研
修
生
と
し
て
職
員
４
人
を
派
遣

し
ま
し
た
。

○
政
策
形
成
能
力
や
創
造
的
能
力
等
の

向
上
を
図
る
た
め
、
茨
城
県
自
治
研

修
所
が
実
施
す
る
職
員
研
修
に
職
員

66
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
地
方
自
治
講
座
や
法
制
執
務
講
座
な

ど
15
講
座
）
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◆
電
子
自
治
体
の
推
進
◆

 
○
通
信
事
業
者
の
参
入
が
見
込
め
な
い

美
和
・
緒
川
・
御
前
山
地
域
に
お
い

て
、情
報
格
差
解
消
の
た
め
、光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
る
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環

境
を
整
備
す
る
情
報
通
信
基
盤
整
備

事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

○
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
に
伴
う
難
視
地

域
の
解
消
の
た
め
、
テ
レ
ビ
共
同
受

信
施
設
（
自
主
共
聴
組
合
）
か
ら
提

出
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
技
術
支
援
依
頼
書

の
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
移
行
に
伴
う
施
設
の
改
修
に
つ

い
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
対
し
て
支
援
依
頼
を

行
い
ま
し
た
。

　
　
（
支
援
依
頼
22
組
合
）

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
い
新
た
に

発
生
す
る
難
視
地
区
に
対
し
て
、
共

聴
テ
レ
ビ
組
合
の
組
織
化
に
関
す
る

地
元
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
（
４
地
区
実
施
）

推
進
項
目
２

健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立

　

景
気
の
低
迷
や
三
位
一
体
の
改
革
の

進
展
状
況
を
的
確
に
判
断
し
、
将
来
に

渡
っ
て
安
定
し
た
行
政
運
営
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
財
政
運
営
の
見
直
し
を
行

い
、
市
税
等
の
自
主
財
源
の
確
保
に
全
力

で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
債
の
発
行
に

あ
た
っ
て
は
、
中
長
期
的
な
財
政
展
望
に

立
っ
た
財
政
収
支
見
通
し
に
よ
り
、
市
債

発
行
を
抑
制
し
、
効
果
的
な
財
政
運
用
に

努
め
ま
す
。

◆
市
税
等
収
納
率
の
向
上
◆

○
自
主
財
源
の
確
保
と
市
民
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
、
滞
納
整
理
を
実

施
し
、
市
税
等
収
納
率
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
４
月
か
ら
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
市
税
等
の
収
納

が
出
来
る
よ
う
関
係
機
関
と
調
整
を

行
い
ま
し
た
。

◆
産
業
振
興
と
企
業
誘
致
◆

○
雇
用
の
創
出
と
自
主
財
源
の
確
保
を

図
る
た
め
、
宮
の
郷
工
業
団
地
へ
の

企
業
誘
致
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
（
平
成
21
年
度　

２
社
締
結
）

◆
自
主
財
源
の
確
保
◆

○
市
有
財
産
の
適
正
な
維
持
管
理
及

び
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
た
め
、

遊
休
地
等
の
利
活
用
及
び
処
分
を
検

討
・
実
施
し
、
２
カ
所
の
土
地
を
売

却
し
ま
し
た
。

○
市
有
財
産
の
有
効
活
用
及
び
定
住
促

進
を
図
る
た
め
、野
上
原
分
譲
地（
山

方
地
域
）
の
販
売
促
進
に
努
め
、
４

区
画
を
販
売
し
ま
し
た
。

○
地
域
経
済
の
活
性
化
及
び
自
主
財

源
を
確
保
す
る
た
め
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
広
報
及
び
お
知
ら
せ
版
、

一
般
用
封
筒
（
角
２
）
に
有
料
広
告

を
掲
載
し
ま
し
た
。

◆
市
債
の
抑
制
◆

○
安
定
か
つ
継
続
的
な
財
政
運
営
を
推

進
し
、
起
債
残
高
の
縮
減
を
図
る
た

め
、
市
債
発
行
額
を
償
還
元
金
内
に

抑
制
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
平
成

22
年
度
末
に
は
一
般
会
計
ベ
ー
ス
で

約
11
億
４
７
２
２
万
円
の
起
債
残
高

が
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

○
公
的
資
金
保
証
金
免
除
繰
り
上
げ
償

還
を
実
施
し
、
利
率
の
高
い
借
り
入

れ
に
つ
い
て
、
利
率
の
低
い
も
の
へ

借
り
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

推
進
項
目
３

市
民
参
加
に
よ
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　

市
民
意
識
の
早
期
醸
成
と
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
市
民
志
向
の
行
政
運
営
を
行
う

た
め
、
市
民
と
行
政
の
役
割
分
担
を
明
確

に
し
、
市
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
が
出
来
る
環
境
整
備
を
推
進
し
ま

す
。
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平成21年度行政改革取り組みの成果（効果額）

◆
行
政
連
絡
組
織
の
活
性
化
と

自
主
運
営
◆

○
合
併
に
よ
り
広
範
と
な
っ
た
市
域
の

活
性
化
と
自
治
組
織
の
育
成
を
図
る

た
め
、
平
成
21
年
12
月
に
区
長
を
対

象
に
「
区
内
の
活
性
化
を
図
る
た
め

に
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
３
分
科
会

で
情
報
交
換
を
行
い
、
情
報
の
共
有

化
を
図
り
ま
し
た
。

◆
市
民
参
画（
協
働
）の
推
進
◆

○
市
民
の
意
向
を
把
握
・
分
析
し
、
政

策
へ
反
映
さ
せ
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
市
民
参
画

（
協
働
）
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

・
常
陸
大
宮
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
骨
子
の
策
定

・
常
陸
大
宮
市
地
域
福
祉
計
画

・
常
陸
大
宮
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
後
期
計
画

○
幅
広
い
市
民
の
意
見
を
市
政
に
取
り

入
れ
る
た
め
、
政
治
倫
理
審
査
会
の

委
員
を
公
募
に
よ
り
３
人
選
任
し
ま

し
た
。

◆
知
的
財
産
の
活
用
◆

○
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
学
習
機
会
の

拡
充
と
市
政
へ
の
理
解
を
深
め
る
た

め
、
ま
ち
づ
く
り
講
座
の
依
頼
を
受

け
た
10
講
座
（
参
加
者
１
７
８
人
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

○
地
域
連
携
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

て
い
る
茨
城
大
学
の
知
的
財
産
を
積

極
的
に
活
用
す
る
た
め
、
９
人
の
茨

城
大
学
教
授
に
委
嘱
を
し
、
市
民
、

大
学
、
行
政
が
連
携
・
協
働
し
な
が

ら
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
を
対
象
に
専
門
的
な

知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
茨
城
大

学
の
協
力
を
得
て
、
市
民
大
学
講
座

「
秋
講
座
及
び
春
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

平成21年度行政改革取り組みの成果（効果額）

取り組み事項 効果額 説　　明

予算編成時における経常的経費の削減 76,908 委託料、普通旅費、時間外手当などの削減額

水道工事一括発注による経費削減 5,346 委託業務の一括発注による効果額

公用車の見直し及び売却 2,476 公用車11台の削減及び売却額

経常的補助金の見直し 33,485 補助金団体の見直しによる削減額

徴収嘱託員よる水道料金の滞納整理 11,837 徴収嘱託員による徴収額

定員適正化計画に基づく人件費の抑制 302,978 人件費削減額

滞納整理の実施 40,650 税務徴収課職員による徴収額

遊休地の売却 5,462 遊休地（2カ所）の売却額

分譲地の販売促進 11,046 野上原分譲地4区画の販売額

有料広告の実施 627 広報紙、バナー広告、封筒の掲載料

計 490,815

■問い合わせ先■　総務部　企画課　行政改革推進室　行政改革推進グループ
☎52－1111　内線323

（単位：千円）
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情
報
通
信
社
会
が
進
展
す
る
中
で
、
常

陸
大
宮
市
に
お
い
て
は
、
超
高
速
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
出
来
な

い
地
域
が
存
在
し
、
首
都
圏
は
も
と
よ
り

地
域
間
の
情
報
格
差
が
広
が
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

　

情
報
通
信
基
盤
の
整
備
は
、
本
来
、
民

間
通
信
事
業
者
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
す
が
、
採
算
性
の
観
点
か
ら
、

市
全
域
で
の
超
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
難
し
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
常
陸
大
宮
市

で
は
地
域
間
に
お
け
る
情
報
通
信
格
差
を

是
正
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
利
便
性

を
高
め
地
域
経
済
の
発
展
に
資
す
る
べ

く
、
通
信
事
業
者
に
よ
る
整
備
が
将
来
に

わ
た
っ
て
見
込
め
な
い
地
域
へ
、
光
フ
ァ

イ
バ
ー
に
よ
る
超
高
速
大
容
量
通
信
網
を

整
備
す
る
「
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
総
務
省
補
助
事
業
の
採

択
を
得
て
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
幹
線
の
整
備

を
市
が
行
い
、
幹
線
か
ら
家
庭
ま
で
の
間

の
引
き
込
み
線
等
の
施
設
と
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
通
信
事
業
者
が
行
う
「
公
設
民
営
方

式
」
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
市
と
連
携
す
る
通
信
事
業
者
は

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
企
画
競
争
）
に

よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

公設民営方式での整備方法

１．市の費用で、光ファイバー網を市内の整備対
象地域に敷設します。

２．整備した光ファイバー網を、通信事業者へ有
料で貸し出します。

３．通信事業者は光ファイバーによるインター
ネットの提供に必要な設備（電話局舎内設
備）について設備投資を行います。

４．通信事業者が光ファイバーによるインター
ネットサービスの申し込みに応じて、サービ
スを提供します。

　市民の皆さんが利用できる光インターネットサービスは、ＮＴＴ東日本の「フレッツ光ネクスト」に
なります。詳しいサービス内容、利用料金等につきましては、ＮＴＴ東日本にお問い合わせ下さい。

【フレッツ光ネクストに関しては】
　　◆フレッツ受付センター　　☎0120－116116
　　　　受付時間　午前９時～午後９時　年中無休（年末年始を除く）
　　◆ＮＴＴ東日本フレッツ光ホームページ　http://flets.com/

―常陸大宮市地域情報通信基盤整備事業―

光ファイバーによる情報通信網を整備

提供される光インターネット



9広報　常陸大宮 平成22年８月号

光ファイバー情報通信網の整備地域

　今回、市が行う光ファイバー情報通信網の整備地
域は、美和地域、緒川地域及び御前山地域です。
　なお、大宮地域と山方地域はＮＴＴ東日本が自主
整備し、平成23年度にサービスを提供する予定で
す。これにより、ほぼ市内全域で光インターネット
サービスを利用することが可能となります。

地　域 整　備　計　画

美 和
緒 川
御 前 山

市が地域情報通信基盤整備事業によ
り光ファイバー網を整備し、ＮＴＴ東
日本が平成23年３月までにサービス
を提供する予定です。

大 宮
山 方

ＮＴＴ東日本が光ファイバー網を整
備し、平成23年度にサービスを提供
する予定です。

光ファイバー網が整備されると・・・

　インターネットが快適に使えるようになるだけでなく、テレビ電話による映像通信などの様々なサー
ビスが使えるようになります。

インターネットでの
情報検索、ショッピング

テレビに光をつないで
映画鑑賞

離れて暮らす家族と
テレビ電話

緊急地震速報を
受信して減災の備え

光ファイバー敷設工事について

　８月から、光ファイバー敷設のため、市内各所でＮＴＴ東日本による工事が行われています。
　工事においては、現地調査、電柱改修工事、光ファイバーの電柱への添架工事等で、ＮＴＴ及び関連
会社の社員が私有地に立ち入ることがありますので、ご協力をお願いします。
　また、国道、県道及び市道では片側規制等による通行制限等が行われますので、交通誘導員の指示に
従って安全通行をお願いします。

今 後 の 予 定 に つ い て

　今後は、市民の皆さんに「地域情報通信基盤整備事業」の内容や光インターネットサービスについて
より深く理解して頂けるようにサービス提供事業者であるＮＴＴ東日本と連携し、ホームページや広報
紙による情報提供や説明会などを実施していきますので、ご協力をお願いします。

■問い合わせ先■　総務部　企画課　情報・広報グループ　☎52－1111　内線382
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環境保全功労者表彰

　舟生地区の木村勉さんが、茨城県知事から環境
保全功労者として表彰されました。
　木村さんは、平成９年に「ヤッホーふれあいの
会」を設立し、日頃から環境保全活動をボランティ
アで行うとともに、茨城県ボランティアＵ

※

．Ｄ 
監視員や茨城県地球温暖化防止活動推進員とし
て、地域の不法投棄監視から地球温暖化の防止に
至るまで、幅広く環境保全活動に尽力されてきま
した。
　今回、その活動が評価され表彰されたもので
す。　※U.D=unlawful  dump　不法投棄の略

乾椎茸日本一を県知事に報告

　第43回全農乾椎茸品評会のこうしん中葉中肉
の部において、最高位の農林水産大臣賞を受賞し
た桑名輝美さん、林野庁長官賞を受賞した関博司
さん、そして、三次市長及びＪＡ関係者らが、７
月８日県庁を訪れ、橋本知事に受賞の報告と産地
ＰＲを行いました。
　６月11日に埼玉県久喜市で開催された同品評
会には、全国21県から６部門380点が出品され、
桑名惠子さんも全農会長賞を受賞されました。

左からJA茨城みどり野上専務、桑名さん、橋本知事、
関さん、三次市長、JA茨城みどり柏代表理事組合長

消防功労者（初期消火）に感謝状贈呈

　６月28日、市消防本部西消防署において、高
部地区の岡山菊江さん、岡山進・悦子さんご夫妻、
岡山昭一・セツさんご夫妻、河西シノさん、真岡
市在住の関美千代さんの７人の方が廣木消防長よ
り感謝状を贈呈されました。
　７人の方は、５月30日に常陸大宮市高部地内
で発生した建物火災を早期発見し、現場に駆けつ
け水道ホースとバケツリレーにより初期消火を
し、被害を最小限にくい止めました。

東京消防庁武蔵野消防署署長より感謝状

　常陸大宮市消防本部西消防署勤務の圷俊行消防
士が、東京消防庁武蔵野消防署の平川署長より感
謝状を贈呈されました。
　圷消防士は、７月６日東京に住む友人宅を訪れ
るために上京中、東京都武蔵野市のＪＲ吉祥寺駅
のホームで帰宅途中の男性が一時的に意識を失
いホームに転落したところを発見。一緒にいた茨
城県消防学校初任科同期の笠間市消防本部笠間消
防署勤務の消防士とホーム上に救出、応急処置を
し、男性の一命を取りとめました。

左から岡山菊江さん、岡山進さんご夫妻、岡山昭一
さんご夫妻、大森みね子さん（関さん代理） 右：圷消防士
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緒
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�
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　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれあいの会（木村勉会長）は、
毎月シートベルト着用調査を山方宿駅前で実施しています。

車に乗ったら　忘れずに

　

７
月
13
日
、
子
育
て
広
場
で
ベ
ビ
ー
リ

ト
ミ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
は
市
内
で
音
楽
教
室
等
を
開
い
て

い
る
中
橋
の
ぞ
み
さ
ん
。
リ
ト
ミ
ッ
ク

は
、
音
楽
や
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動

か
し
親
子
が
触
れ
合
い
な
が
ら
行
う
も
の

で
、
心
と
脳
を
効
果
的
に
刺
激
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

　

音
楽
に
合
わ
せ

て
歩
い
た
り
ボ

ー
ル
遊
び
を
し
た

り
、
見
て
聞
い
て

体
を
動
か
し
、
お

母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ

ん
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
芽
を

育
み
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
緒
川
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の
設
立
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

緒
川
地
域
は
市
内
で
唯
一
女
性
防
火
ク

ラ
ブ
が
存
在
し
な
い
地
域
で
し
た
が
、
こ

の
度
の
設
立
に
よ
り
、
市
内
の
全
地
域
に

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
存
在
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

緒
川
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
は
、
佐
藤
ヨ
シ

子
会
長
を
は
じ
め
総
勢
11
人
の
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
、「
家
庭
か
ら
絶
対
に
火
を

出
さ
な
い
」
を
目
標
に
、
地
域
の
イ
ベ
ン

ト
等
に
参
加
し
、
火
災
予
防
広
報
を
行
う

他
、
初
期
消
火
や
応
急
手
当
の
技
術
を
習

得
し
、
緒
川
地
区
の
防
災
意
識
普
及
に
も

努
め
て
い
き
ま
す
。

　７月17日から19日、東京都豊島区の６組の親子17人
が参加し、親子ふれあい体験ツアーが行われました。
　市と豊島区とは、平成17年５月に非常災害時相互応
援協定を締結したことを契機に交流が始まり、都市交流
の推進と観光レクリエーションの振興に資するため、豊
島区の親子を市内に招いて事業を実施しています。
　ツアーは、山方地域のパークアルカディアのケビン村
に２泊して行われ、地域の方の協力により、木工教室や
ブルーベリー摘み取り、草木染めの体験、ホタルの観察
会等が催されました。
　特に三太の湯付近でのホタル観察会は、ホタルを見る
のは初めてという方が半数以上いて、暗闇に浮かぶ幻想
的な光に感動しきりの様子でした。▲草木染めの作品を手に記念撮影

◎４～６月調査分

調査日
運　転　席 助　手　席 合　　計

台　数 着用数 着用率（％） 台　数 着用数 着用率（％） 台　数 着用数 着用率（％）
４月９日 214 212 99.1 27 21 77.8 241 233 96.7
５月６日 215 204 94.9 24 23 95.8 239 227 95.0
６月１日 174 169 97.1 28 22 78.6 202 191 94.6
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広報常陸大宮・ホームページ
掲載広告募集中！

広報紙　半枠（縦45mm×横  85mm）：  9,000円/回

　　　　全枠（縦45mm×横175mm）：18,000円/回

＊　詳しくはホームページをご覧いただくか、

　本庁企画課までお問い合わせください。

ＵＲＬ　http://www.city.hitachiomiya.lg.jp/

地域の宝を育てよう
檜山区長　國安　清さん

　私達の区は多分にもれず少子高
齢化の地域です。過日開催された
まちづくりシンポジウムでは、各
区にはそれなりの｢宝｣があるので
それを地域のまちづくりに役立て
て欲しいとの事でした。
　檜山地区では、御前山ダム建設
に伴う水没地に生息している希少
動植物を移植した保護地域「ビオトープ」作りを区
全体で行っています。
　先日、茨城大学の先生・学生や御前山小学校の児
童達とビオトープ作りを行いました。その後自然環
境と清い沢水の中で、ソーメン流しや、猪の肉と地
元の山菜によるバーベキューをしたり、田んぼの学
級で収穫した米で作ったおにぎりなどを食べたりし
ました。
　御前山ダムもいよいよ湖水が出現しますので、周
囲に桜の花を咲かせようと現在種子を取っていて湖
畔に植える計画です。ぜひビオトープに遊びにお出
でください。
※市と茨城大学とは相互に連携協力し「豊かな自然と調和
した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取り
組んでいます。

いっしょにまちづくり
市民の方からの

知
市ってニュース！
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４年ぶりに小倉八坂神社の祗園祭開催
大串　光雄さん（小倉地区在住）

　７月17日、小倉地内の北野五所神社の境内に
ある八坂神社の祇園祭が開催されました。
　好天にも恵まれ、子ども神輿と大人神輿が繰り出
し、花火も打ち上げられ盛大な祭りとなりました。
　大人神輿は午後６時に本殿を出社し、地区内を
１周して午後10時に本殿へ入社しました。境内
から続く110余段の階段を掛け声を掛けながら神
輿を担ぎ下ろす姿は勇壮で、無事下りきった時に
は、集まった人々から拍手が沸き起こりました。
　神輿の担ぎ手が減少してきている中で、伝統あ
るこの祇園祭を絶やすことなく後世へと継承して
いきたいと思います。

知

　このコーナーでは、市民の皆さんからの情
報をお待ちしています。写真と原稿をお持ち
ください。
　なお、お寄せいただいた情報は掲載できな
い場合もありますので、ご了承ください。
★本庁企画課情報・広報グループ
　　☎　５２－１１１１　内線３８３
　FAX　５３―６０１０
　　　kikaku@city.hitachiomiya.lg.jp

市ってニュース！
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第６回市長杯野球大会
開催日：６月６・13・20日
主　催：市野球連盟（塩澤實会長）
　於　：大宮運動公園市民球場他２会場
参加チーム：32チーム
優　勝　　常陸大宮市役所
準優勝　　御前山キャデラック
第３位　　ＩＮＳＴＡＮＴ　　
　　　　　フジノン水戸

第16回大宮支部バレーボール大会
開催日：６月26日
主　催：市バレーボール連盟大宮支部
　　　　（小林道治支部長）
　於　：西部総合公園体育館
参加チーム：９チーム
優　勝　　グルービー
準優勝　　フォルターズ
第３位　　ＪＢクラブ
　　　　　玉川体協

▲常陸大宮市役所の皆さん ▲グルービーの皆さん

第35回御前山地域ソフトボール大会
開催日：７月４日
主　催：教育委員会御前山事務所
　　　　御前山地域体育協会ソフトボール部
　於　：御前山小学校グラウンド
参加チーム：６チーム
優　勝　　御前山中学校
準優勝　　御前山保育園
第３位　　御前山小学校（野口地区）

▲御前山中学校の皆さん

第６回大宮地域支部対抗球技大会
開催日：７月18日　　　　　主　催：大宮地域体育協会（安野茂雄会長）

ソフトボールの部　　参加チーム：７チーム
　於　：西部総合公園グラウンド
優　勝　　世喜支部
準優勝　　村石支部
第３位　　小場支部
　　　　　上野支部

バレーボールの部　　参加チーム：７チーム
　於　：西部総合公園体育館
優　勝　　村石支部
準優勝　　大宮支部（野中）
第３位　　大宮支部（抽ヶ台）
　　　　　大賀支部

▲世喜支部の皆さん ▲村石支部の皆さん
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貸金業法が大きく変わりました！
　高利の借金のために生活が行き詰まる多重債務問題を解決しようと、平成18年12月に改正貸金業法が
成立し段階的に施行されてきましたが、平成22年６月18日より完全施行されました。

改正貸金業法の主な改正点
総量規制（借り過ぎ・貸し過ぎの防止）

○　借入残高が年収の３分の１を超える場合には、新規の借り入れが出来なくなりました。
○　借り入れの際に収入を証明する書類が基本的に必要になります。

上 限 金 利 の 引 き 下 げ
○　法律上の上限金利が29.2％から借入金額に応じて15～ 20％に引き下げられました。

貸 金 業 者 に 対 す る 規 制 も 厳 し く
○　法律遵守の助言・指導を行う国家資格のある人を営業所に置くことが必要になります。

※詳しくは、金融庁ホームページ　http://www.fsa.go.jp/

困った時は消費生活センターにご相談ください。
■茨城県消費生活センター　　　☎029－225－6445
■常陸大宮市消費生活センター　☎52－2185（直通）
（本庁商工観光課内）

　医療福祉費支給制度（マル福）とは、乳幼児、ひとり親家庭、重度心身障害者、妊産婦の方々が安心
して医療が受けられるよう、市と県が健康保険の一部負担分を助成する制度です。

　県では、家庭での経済的な負担の軽減を図り、子育てしやすい環境づくりを推進するため、平成22
年10月１日から乳幼児の対象を、現行の「未就学児」から「小学校３年生まで」に拡大することにな
りました。
　改正により新たに受給者となるには申請書・受給対象者の加入している健康保険の被保険者証の写
し・保護者の預貯金通帳の写し（医療費返還のための口座登録をするため）の提出が必要となります。
　また、受給者の認定の際、扶養義務者等の所得の確認が必要となるため、市の税務徴収課で所得が確
認できない方には課税証明書等所得の確認できる書類も提出していただくことになります。
　なお、所得制限がありますので、一定の所得額を超える場合は該当にならない場合があります。

※対象者には７月下旬（基準日７月25日）に申請書をお送りしていますが、
基準日以降に転入等があった方は下記までお問い合わせください。

～市単独医療福祉費支給制度も改正されます～
　上記の改正に伴い、現在市単独で助成している医療福祉費支給制度も平成22年10月１日から、対象
者の要件を次のように改正することになりました。
　　　●マル福外来自己負担分の助成
　　　　幼児について対象を現行の「未就学児」から「小学３年生まで」に拡大。
　　　●小学生の入院自己負担分の助成
　　　　現行の「小学１年生から小学６年生まで」が「小学４年生から６年生まで」に変更。

■問い合わせ先■　保健福祉部　医療保険課　医療年金グループ　☎52－1111　内線164・165

新規の借り入れが出来なく
なった方が、ヤミ金融の被害
に遭うことも予想されます。
十分お気を付けください。

平成22年10月から
医療福祉費支給制度（マル福）の対象者が変わります
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平成22年国勢調査を実施します！

国勢調査については、平成22年国勢調査広報サイト「国勢調査e-ガイド」をご覧ください。

国勢調査e－ガイド 検索

http://www.stat.go.jp/data/kokusei/2010/kouhou/index.htm
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国勢調査は　みんなで描く　日本の自画像

（平成22年国勢調査標語）

　平成22年国勢調査は、我が国が人口減少社会となって実施する最初の国勢調査で、日本の未来を
考えるために欠くことのできない最新の人口・世帯の実態を明らかにする重要な調査です。
　調査結果は国や都道府県・市区町村で行う行政の基礎として活用される他、社会福祉、雇用対策、
生活環境の整備など、私達の暮らしのために役立てられる基礎データになります。

●10月１日現在で全国一斉に行います
国勢調査は、日本に住んでいるすべての人・世帯を対象とします。外国人も対象です。
９月下旬から調査員が各世帯を訪問して調査票を配布します。

●「統計法」に基づいて実施します
　国勢調査は、５年ごとに実施することが定められています。大正９年から始まり、今回で
19回目となります。

●調査票の記入内容は厳重に保護されます
　調査票に記入していただいた内容は、統計の作成以外に使用することはありません。
　また、調査員をはじめとする調査関係者に対して、統計法によって、個人情報を保護する
ための厳格な守秘義務が課せられています。

「かたり調査」に注意！
　国勢調査を装った不審な訪問者や、不審な電話・
Ｅメールなどにご注意ください。不審に思ったら、
回答をせずに、国勢調査コールセンターまたは市役
所企画課にお知らせください。

調査票の回収方法が変わります！
　記入後の調査票は、封筒に入れ封をした状態で調
査員にお渡しいただくか、郵送していただくことに
なります。

【国勢調査コールセンター】
☎0570－01－2010（ナビダイヤル）／☎03－6738－6677（ＩＰ電話・ＰＨＳの場合）
設置期間：９月11日～ 10月31日
受付時間：午前８時～午後９時（土・日曜日、祝日も利用できます）

■問い合わせ先■　総務部　企画課　情報・広報グループ　☎52－1111　内線382
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1年間でレジ袋380万枚が削減

生ごみ処理機等でごみ減量

1年間でレジ袋380万枚が削減

　昨年の７月から実施しているレジ袋の無料配布中止について、事業者ごとの一年間の辞退率の平均
をお知らせします。

事　業　者　名 辞退率 事　業　者　名 辞退率

エ コ ス 山 方 店 76％ ジ ャ ス コ 常 陸 大 宮 店 82％

カ ス ミ 常 陸 大 宮 店 82％ スーパーヒロセヤ大宮店 85％

か わ ね や 大 宮 店 84％ ヨークベニマル常陸大宮店 81％

　６店舗の１年間の辞退率の平均は82％となりました。
　その結果、年間に380万枚のレジ袋が削減され、これは重さにして27t、石油換算にすると70kℓと
なり、ドラム缶で350本分を節約したことになります。また、レジ袋を作製及び廃棄する場合に発生
する二酸化炭素の量に換算すると232t－CO2を削減することが出来た計算になります。
　今後も引き続きごみの減量化にご協力ください。

※レジ袋１枚を作製・廃棄するのに61g－CO2の二酸化炭素が発生します。

生ごみ処理機等でごみ減量

　一般家庭の生ごみの減量・堆肥化による資源化推進のため、市内に住所を有する方を対象に、生ごみ処
理機等の購入価格に応じて補助金を交付しています。
　なお、既に補助金の交付を受けている方でも、５年を経過していれば再度交付を受けることが出来ます。
　生ごみ処理機等は、家電量販店・ホームセンター・農協等で販売していて、発酵を促進するぼかし菌は、
本庁環境課・御前山総合支所で取り扱っています。

種 類

電気式生ごみ処理機
土 壌 設 置 型
コンポスト化容器

Ｅ Ｍ ぼ か し 菌
使 用 密 閉 容 器

対 象 基 数 １世帯１基 １世帯２基以内 １世帯３基以内
交 付 額 購入価格（消費税除く）の３分の１の額（100円未満は数捨て）
限 度 額 20,000円 １基につき3,000円
補助金交付申請
に 必 要 な も の

印鑑・領収書・保証書のコピー
口座番号が分かるもの 印鑑・領収書・口座番号が分かるもの

■問い合わせ先■　本庁　環境課　環境推進グループ　☎52－1111　内線123
　　　　　　　　　各総合支所　市民福祉課　市民グループ
　　　　　　　　　山　方　☎57－2121　　美　和　☎58－2111
　　　　　　　　　緒　川　☎56－3991　　御前山　☎55－2112
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健康アドバイス 「小児肺炎球菌の予防接種」 常陸大宮済生会病院小児科部長　熊谷　秀規先生
　最近の厚生労働省の調査で「住民のワクチンに対する関心の高まりがある」との分析があったように、当
科でも任意予防接種を受けるお子さんが増えているのを肌で感じます。その一つ小児用肺炎球菌ワクチン
（PCV7）は、今年から日本でも接種が出来るようになったもので、髄膜炎や菌血症、肺炎、中耳炎などを
起こす肺炎球菌の病気を予防します。
　大人用の肺炎球菌ワクチンは既にありますが、それとは別のものです。乳幼児が肺炎球菌による髄膜炎に
なると10～ 30%が死亡し、30%が後遺症を残すとされます。同様に乳幼児の髄膜炎を予防するものとし
てインフルエンザ菌ｂ型（Hib＝ヒブ）ワクチンがあり、その両方を接種することで乳幼児の髄膜炎予防に
対して大きな効果を表します。両ワクチンとも接種時期と接種間隔のスケジュールは、１回目の接種を生後
何カ月から開始するかによって異なりますし、また三種混合やポリオ、季節性インフルエンザワクチンなど
との調整も必要になりますので、個別に対応して決める必要があります。有効性に関しては、肺炎球菌感染
を100%予防するものではありません。肺炎球菌は90種類以上の型があり、今回のワクチンはそのうち重
症化を来す代表的な７種類の型に対するものです。副作用は、発熱や接種部位の発赤などがありますがまも
なく治まります。他の予防ワクチンは１週間経てば接種可能です。
　先の厚生労働省の調査では「任意で接種する予防ワクチンの費用に対し、公費助成をしている自治体が増
加傾向にある」ことが発表されていて、常陸大宮市でも早くそうなることを希望しています。

豆 腐 が 胃 腸 を サ ポ ー ト

　豆腐には、腸の働きを整えて活性化させ、消化吸収を助ける作用があります。夏バテで食欲のない時、
機能が低下した胃腸をやさしくサポートし、食欲を増進させてくれます。

から健康は食

豆　知　識豆　知　識豆　知　識環 境環 境
みんなでエコ

京 都 議 定 書 と は？京 都 議 定 書 と は？
　1997年12月、京都市で開かれた「第３回気候変動枠組条約締約国会議（COP3）」の中で議決した議定書
のことを、「京都議定書」といいます。
　この京都議定書は、先進国（東欧を含む38カ国と欧州委員会）から排出される温室効果ガスの具体的な
削減数値目標や、その達成方法などを定めたものです。その中で、日本は2008年から2012年の５年間に二
酸化炭素などの温室効果ガス排出量を1990年に比べて６％の削減することを義務付けられました。
　しかし、その後、2009年９月にその当時の鳩山内閣総理大臣がニューヨーク
の国連気候変動サミットにおいて、2020年までに1990年にくらべ25％削減する
ことを表明しました。
　そして生まれたのが「チャレンジ25キャンペーン」です。このキャンペーン
は地球温暖化防止のための国民運動で、会社や家庭などにおいて実践できる二酸
化炭素削減に向けた具体的な行動を「６つのチャレンジ」として提案しています。
　６つのチャレンジは次号に掲載します。

●作り方
　①トマトはヘタを取り、縦半分に
して薄いくし型に切る。

　②豆腐はふきんに包んでしばらく
おいて水気を切り2ｃｍの角切
りにする。

　③きゅうりは薄い輪切りにする。
　④ドレッシングの材料を合わせて
おく。

　⑤お皿にトマトを並べ、その上に
豆腐、きゅうり、削り節を盛り、
ドレッシングをかける。

ト マ ト：２個
木綿豆腐：150ｇ
きゅうり：１／２本
削 り 節：適量
和風ドレッシング

塩：少量　
しょうゆ：小さじ２
酢：小さじ２
サラダ油：大さじ１／２
白ゴマ：小さじ１

ト マ ト：２個
トマトと豆腐のサラダ　
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2011年７月24日までに
地上デジタル放送完全移行
デジタル放送に関するお問い合せ先
地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

TEL:0570-07-0101または03-4334-1111
平日：９:00～21:00／土・日・祝祭日９:00～18:00

常陸大宮市の人口（８月１日現在・推計常住者） 総人口45,504人（男22,328人、女23,176人）世帯数16,359世帯

高萩市のはぎまろ君と初対面
　市のＰＲのため、東京都で開かれた茨城県人会連合会の懇親会
に行き、そこで、高萩市のマスコットキャラクターはぎまろ君に会っ
てきました！
　実は、茨城県内の自治体のキャラクターと会うのは、はぎまろ
君が初めて。はぎまろ君は萩の妖精で11歳の男の子だそうです。
　「これからもよろしくお願いします」

はじめましてはじめまして

　７月１日から茨城県で運航を開始したドクターヘ
リの運航シミュレーションが、７月15日、大宮小
学校（山﨑一美校長）で実施されました。
　訓練は、小学校６年生の男の子がベランダを清掃
中、地上の植え込みに転落したとの想定で行われ、
同校小学６年生の萩谷和希君が生体モデルとして傷
病者役を行い、実際に県立こども病院へ搬送される
までを行いました。
　また、校庭に着陸した医療機器が搭載されたヘリ
コプター内部を同校児童が見学する時間が設けら
れ、緊急医療への理解を深めました。

（表紙）

鷲子山上神社夏例大祭 大宮小でドクターヘリ運航シミュレーション
　７月18日、鷲子山上神社の夏例大祭（当番：仲
島組）が４年ぶりに行われました。
　鷲子山上神社の氏子は栃木、茨城両県にまたがっ
ていますが、夏の
例祭は茨城県の鷲
子地区だけの祭り
として行われてい
ます。
　当日は鷲子地区
以外の友人、知人
そして市外に住む
親族等も山車・屋
台ひきに参加し、

お囃子に合わせて、国
道293号を練り歩きま
した。

◀全体に彫刻が施さ
　れた花輪組の屋台
　（市指定文化財）


